
<例会山行報告>⁆ 

福井/赤兎山 1629M 
 
(日 時) 2023 年 6 月 18 日 日曜日 晴れ 
(参加者) CL N 尾、SL H 島、F 野、H 浦、S 水、N 村高、K 原、N 村(記録) 
(行 程) 
6:20 和邇河川敷駐車場集合 
6:25 和邇駅   
7:05 南条 SA トイレ休憩 
9:05 入山ゲート 地域環境保全協力金 1 人につき 400 円支払う。料金所の方に「140
台分の駐車場があるが、すでに満車で路駐になるかもしれない。ゲートは 17:00 に閉
まるので、それまでに下山するように。」と言われる。 
9:30 駐車場 入山ゲートから駐車場までは思った以上に距離があった。駐車場は 2 箇
所に分かれており、上は満車で、下の駐車場に停めることができた。風が吹き涼しい。 
各自で準備体操。 
9:45 赤兎山・⼤⻑山登山⼝ 今日は赤兎山に登るが、⼤⻑山にも行きたいという希望
があがる。 
（登山⼝〜⼩原峠）ブナ林がきれい。涼しいと感じたのも駐車場だけで、歩き出すとす
ぐに汗をかく。渡渉が 3 回あった。下山して行く多くの人とすれ違う。 
10:30 ⼩原峠 休憩。 
（⼩原峠〜⼤⾈分岐）滑りそうな道がつづく。下山時が⼼配だ。 
11:05 ⼤⾈分岐 休憩。マイヅルソウが咲いていた。 
11:20 赤兎山山頂 360°眺望良好。白山と別山、荒島岳もよく見える。集合写真を撮
る。例会にあまり参加されない会⻑とのツーショット撮影会が始まり、会⻑⼤人気。 
（赤兎山山頂〜避難⼩屋）高原、赤い避難⼩屋、向こうには白山連峰の素晴らしい景⾊
が広がる。赤池湿原にはたくさんのモリアオガエルの卵がぶら下がる。ニッコウキス
ゲは咲いていないと思っていたが、⼩原さんが写真に収めていてくれていた。 
11:55 避難⼩屋 
12:00 展望台 展望台は狭く、避難⼩屋まで戻り昼食をとることにする。 
12:05 避難⼩屋 避難⼩屋の中は人が多く、⼩屋の付近で 12:40 まで昼食タイム。 
13:00 赤兎山山頂 白山見納め。登りと同じルートで下山する。 
13:15 ⼤⾈分岐 休憩。滑りやすい道に備えて F 野さんはアイゼン装着。会⻑と N 尾



さんは傾いていた道標の修繕。 
（⼤⾈分岐〜⼩原峠）滑りそうなので、いつも以上に気をつけて歩く。また、リーダー
が上手く迂回を利用しながら先頭を歩いてくれた。 
13:45 ⼩原峠 休憩。F 野さんはアイゼンを外す。 
14:30 登山⼝ 
14:35 駐車場 朝、満車だった駐車場に車はほとんど残っていなかった。 
14:50 終了式 南条 SA で会えないかもしれないので、先に終了式を済ませておく。解
散。おつかれさまでした。 
 

赤兎山の名前の由来は、雪解けのときに山肌にうさぎの形がでるからとか、丸みの
ある優しい山のかたちがうさぎのように見えるからなどと言われているそうです。 
紅葉の季節は，山が真っ赤に染まり、名前のとおり「赤いうさぎ」のような姿をあら
わすそうです。                         (記録：N 村) 

 
 


